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令和４年度 社会福祉法人 富門華会 事業報告書 

 

 

Ⅰ．法人の現況 

 １．令和４年度の活動状況総括 

  （１）事業経過及びその成果 

     障がい者福祉事業においては、念願であった富門華寮・第二富門華寮の施設統合新築工事が令

和４年１月８日に着工し、一年近くの工事期間を経た 12 月 20 日に完成を迎えることができた。

翌月の 10、11日に施設の引越しを行い、２月１日から新たに障がい者支援施設「富門華」として

生活介護（定員 112名）及び施設入所支援（同 90名）の事業を開始するに至った。今年度は、施

設建設工事が中心の年度であったが、工事施工業者、設計監理会社等と定期的な打合せや確認作

業を行って工事を進める一方、理事会、運営会議などでも諸会議を重ねながら施設整備事業に取

り組んできた。また本体工事とは別に厨房機器や生活、オフィス関連の物品や備品類の導入も行

った。国庫・道費補助金の残金と福祉医療機構からの借入金も年度内に入金となり、施設整備費

関係の支払いも年度内にすべて完了した。また障がい者グループホーム「なのはな」の新築整備

事業では、11月１日に工事を着工、３月 30日に建物が完成して、令和５年４月１日事業開始の準

備を整えることができた。 

新型コロナウイルスによる感染症の感染防止対策は前年度に引き続き取り組んできたが、第二

富門華寮で８月に、富門華寮で９月から 10月にかけて集団感染が発生し、その対応に追われると

いった困難な一年であったが、利用者、職員ともに重症者も出ずに乗り越えることができた。 

 

     高齢者福祉事業においては、新型コロナウイルスによる感染症予防対策を前年から継続して取

り組んできたことなどにより、集団感染を発生させることはなかったが、コロナ禍の中での施設

行事の中止や縮小、利用者家族の面会の制限等々、利用者の方々には不便な生活を余儀なくさせ

てしまうこととなった。 

     通所介護事業の安平町デイサービスセンターサックルでは、利用者の要支援者の増加と一人当

たりの利用回数の減少などにより、利用率が前年度と比較して 10％程度も減少し、54.4％にまで

もなってしまったことは、次年度以降に向けて大きな課題を突き付けられることとなった。    

サックル介護保険相談所は、主に２名の介護支援専門員が業務を担い、取り組んできた。年間

平均利用者取扱件数は 64件と受任限度枠いっぱいの高い水準を維持している。 

ケアハウスサックルでは、５名の退去者があったが、その後の新たな利用者も決まり、年間平

均充足率は 96.4%であった。 

安平町認知症高齢者グループホームさかえは、前年度同様に入居者の長期入院の方もなく、充

足率は 99％を維持することができたが、介護職員の不足、とりわけ夜勤職員の不足により職員の

負担が増加したことから、次年度以降、早急に解決を図らなければならない課題となった。 
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 ２．重点項目の取り組み 

（１）富門華寮新築工事の完成及び新事業への準備と移行 

実 施 項 目 実  施  状  況  等 

１.着実な工事の進行 ・法人運営会議（兼建設委員会)の実施 

4/11，6/1，8/8，9/1，9/26，10/31，11/28，12/26，1/30，2/28， 

3/27 

・建設工事定例会議 

 4/6，4/20，5/11，5/24，6/8，6/22，7/6，7/20，8/2，8/18，9/1 

 9/15，9/28，10/12，10/26，11/11，11/24 

・胆振総合振興局による中間検査（令和 3年度分） 4/20 

・胆振総合振興局による中間検査（令和 4年度分） 9/14 

・その他打合せ～内部打合せ、コンサルタントとの打合せ随時実施 

・胆振総合振興局による完成検査 12/23 

・完成：令和 4年 12月 20日 

 

２.設備・備品等の選定 ・既存の設備・備品のリストアップと整理確認（廃棄か使用継続） 

・新規導入設備・備品等の設置計画  

・新築就労訓練加算機器の調達（特殊浴槽等） 入札  6/28 

・業務用洗濯機、生活・オフィス什器他 見積合わせ 11/18 

 

３.本体施設事業所開始に係る

諸手続 

・第二富門華寮指定辞退（1/31）届 10/31 胆振総合振興局 

・第二富門華寮廃止（1/31）届   10/31 胆振総合振興局 

・富門華寮指定変更（2/1）申請   12/23 胆振総合振興局 

・富門華に施設名変更        2/ 1 

・富門華障害福祉サービス事業者指定更新   2/28 

・富岡ホーム障害福祉サービス事業者指定更新 2/28 

 

 

（２）障がい者グループホームの整備及び事業の開始           

 実 施 項 目 実  施  状  況  等 

１.グループホームの整備 ・グループホーム準備委員会、法人運営会議等での検討 

・新築工事実施設計業務委託   6/16 

・新築工事実施設計完了     7/26 

・新築工事入札         10/24 

・新築工事監理業務委託     10/24 

・福祉医療機構融資申込み受理 10/28 

・新築工事完成         3/30 
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２.新規事業開始準備手続 

 

 

 

・グループホーム利用者の決定及び本人、家族への説明 

・日中活動内容、活動場所等を含む計画策定 

・富岡ホーム障害福祉サービス事業所指定更新申請 2/13 

・富岡ホーム共同生活援助変更届（なのはなの追加）準備 

 

（３）新型コロナウイルス感染症対策並びに自然災害等の防災・減災対策強化           

 実 施 項 目 実  施  状  況  等 

１.新型コロナウイルス感染症

対策の継続と強化 

・各事業所内での対策検討会議等の実施と情報の共有化（法人運営

会議等） 

・集団感染発生時の速やかなゾーニング対応と保健所への報告や適

切な職員配置の実施 

・利用者の外出･一時帰省･家族等の面会･施設行事等の中止 

・利用者と職員の協力による消毒作業の強化、定期の室内換気実施 

・各事業所でのコロナワクチン接種の実施 

・利用者、職員の体調チェックと必要時の諸検査(ＰＣＲ検査、抗体

検査、抗原検査)の実施、濃厚接触者等の追跡調査実施 

・コロナ禍における利用者の日常生活に関する事項の検討 

・感染防止対策に係る備品等の確保と常時点検の実施 

 

２.防災・減災備品等の整備 ・各事業所内での各種会議における検討 

・各種災害の想定とその対策の立案（地震、火災、大雨洪水、大雪 

 害、暴風雪、停電、断水、火山噴火等） 

・備品、発電機等の保管場所の確認と周知 

・各事業所における必要備品等の検討と導入 

 

３．防災・減災に関する職員教育 ・各事業所における職員に対する情報提供と教育、避難訓練等の実 

 施 

・各事業所内での防災等啓発ポスター等の掲示 

 

４.その他のリスク管理 ・利用者の病気予防と怪我等の事故防止対策、ヒヤリハット事例の 

報告と検討 

・食中毒や熱中症対策の実施 

・その他無断外出や誤薬等の事故防止対策の実施 
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 (４) 利用者の権利擁護及び虐待防止対策 

  実 施 項 目 実  施  状  況  等 

１.法人、各事業所における取り

組み 

  

・日々の打合せ、会議等での課題提起と事案発生防止対策の確認  

・職員の各種研修等への積極的参加と情報の共有化 

・『人権侵害ゼロへの誓い』への全職員の宣誓署名 

・虐待防止研修(施設内)の実施、外部研修受講と伝達 

 

  

（５）人材確保と職員の育成・資質の向上 

 実 施 項 目 実  施  状  況  等 

１.人材確保 ・法人及び各事業所のＰＲと求人活動の工夫と継続 

・ハローワーク等、各関係機関との連携と情報収集 

・外国人労働者に関する情報収集と採用への検討 

・他法人、施設等に関する情報収集 

・法人運営会議での情報の共有 

・働きがいのある働きやすい労働・職場環境の構築努力 

 

２.職員の育成・資質の向上 ・各事業所における日々の打合せや会議、研修の実施 

・理事長、施設長による職員面談の実施 

・外部研修会に関する情報収集と積極的参加 

・法人運営会議等での情報の共有 

 

 

（６）法人組織内の連携強化 

実 施 項 目 実  施  状  況  等 

１.法人事務局体制強化 ・各事業所の連携相互協力や業務分担（施設整備、法人運営等） 

・法人運営会議の定期開催の実施 

・職員の健康管理…職場健康診断の実施 

 

２.関係機関・組織・団体との連

携 

・安平町健康福祉課等との行政機関との相互協力 

・医療機関、他法人、施設との相互協力 

・自治会への参加協力 

 

３.理事会・評議員会の開催 

 

・理事会の開催（５回）、役員への情報提供 

・評議員会の開催（２回）、評議員への情報提供 
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４.富門華会地域公益活動 

 

・施設退所者への支援 

・地域公益活動実施要綱に基づく活動の実施 

・公益活動の記録と定期的評価の実施 

・関係者への情報提供と活動の周知 

・その他の活動（認知症カフェの開催、自治会活動への参加協力 

 保育園・早来認定こども園・小中学校・高校への協力、安平町 

への協力、安平町社会福祉協議会役員、評議員就任等の協力、 

他社会福祉法人等への評議員等の協力） 

 

５.安平町在宅介護支援センタ

ー委託事業 

・安平町高齢者等実態調査の訪問調査の実施 

・要支援者等からの呼出しの電話対応等の実施 

・安平町徘徊高齢者ＳＯＳネットワークへの参加協力 

・安平町地域包括支援センターへの業務連絡の実施と連携 

 

 

（７）法人・各事業所の経営・財政基盤の強化 

実 施 項 目 実  施  状  況  等 

１.現行事業における報酬の確

保 

・利用者と利用率の適切な確保努力 

・コロナ禍で通所関係での利用率の減少による減収となった 

・各種法令、基準等に基づく適正な事業所運営の実施 

・効率的・効果的な支出の実施と経費の節約の実施 

 

２.新施設における事業経営収

支状況分析と対策 

・事業計画と適正な予算作成及び執行 

・入所利用率の維持努力の実施 

・各種報酬加算の見直しや資格取得等による報酬増を目指した 

 

３.各事業所における収支点検

及び適正化 

・各事業所における支出点検、問題・課題の検討 

・各事業所の月次試算表による財政状況の定期点検の実施 

・共同生活援助事業の定員満度利用率の達成と維持 

  

 

３．事業収支及び財産の状況（一般会計） 

    ①収支の推移                               単位：千円 

          令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令 3･令 4 年度比較増減 

サービス活動収益 733,025 744,646  798,981   54,335 

サービス活動費用 721,873 709,178 720,298 11,120 

サービス活動外収益 14,288 7,587 7,662 75 

サービス活動他費用 2,588 2,400 1,990 △ 410 

経 常 増 減 差 額 22,852 40,655 84,355 43,700 
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特 別 収 益 0 80,523 547,494 466,971 

特 別 費 用 0 85,753 548,153 462,400 

特 別 増 減 差 額 0 △ 5,239 △ 659 4,571 

当期活動増減差額 22,852 35,425 83,696 48,271 

 

②資産・負債の推移                            単位：千円 

         令和 2年度末 令和 3年度末 令和 4年度末 令 3･令 4 年度比較増減 

流 動 資 産 324,867 347,515 464,588 117,073 

固 定 資 産 1,053,899 1,124,503 2,249,866 1,125,363 

資 産 合 計 1,378,766 1,472,018 2,714,454 1,242,436 

流 動 負 債 60,427 64,279 134,835 70,556 

固 定 負 債 102,866 85,092 638,639 553,547 

負 債 合 計 163,293 149,371 773,474 624,103 

純 財 産 1,215,473 1,322,647 1,940,980 618,333 

  

４．今後対処すべき課題 

   ①障がい者・高齢者事業所の経営・財政基盤の強化と安定化 

   ②福祉医療機構からの借入金の確実な返済（富門華、なのはなグループホーム） 

   ③新型コロナウイルス感染症対策、地震･火災･洪水等の防災･減災対策等リスク管理対策の強化 

 ④利用者の権利擁護と虐待防止対策並びに利用者の生活の質の向上 

 ⑤職員の倫理意識・資質の向上、優秀な人材確保 

   ⑥法令･基準に基づく適正な法人及び事業所運営並びに法人本部機能の強化 

⑦地域公益活動の実施と充実化 

⑧障がい者事業所の利用者の高齢化・重度化への対策 

⑨高齢者事業所利用者の加齢及び介護度の高まりに対する対策 

 

Ⅱ．法人の概要及び実施する事業 

 １．主たる事務所の所在地  

  〒059-1434 北海道勇払郡安平町早来富岡 129番地 1 

 

 ２．事業の種別 

 （１）第１種社会福祉事業 

   （ア）障害者支援施設の経営 

   （イ）軽費老人ホームの経営 

 （２）第２種社会福祉事業 

   （ア）障害福祉サービス事業の経営 

   （イ）老人デイサービス事業サックルの受託経営 

   （ウ）認知症対応型老人共同生活援助事業（安平町認知症高齢者グループホームさかえ）の受託経営 
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 ３．事業の種類及び名称等 

名    称 施 設 長 所 在 地 定員(人) 

富門華寮（障害者支援施設） 戸 田 好 枝 安平町早来富岡 129 
生活介護  50 

入所支援  50 

第二富門華寮（障害者支援施設） 廣 川 繁 樹    〃 
生活介護 69 

入所支援  60 

あけぼのグループホーム（共同生活援助事業） 戸 田 好 枝 安平町早来大町 99 4 

富岡ホーム（共同生活援助事業）      〃 安平町早来富岡 131 4 

ケアハウスサックル 中 田 良 彦 安平町早来栄町 157 30 

安平町デイサービスセンターサックル 

(安平町指定管理者施設) 
   〃    〃 

一般型  20 

認知症対応型 10 

安平町認知症高齢者グループホームさかえ 

(安平町指定管理者施設) 

   〃 

管理者 佐々木睦美 
安平町早来栄町 133 9 

※令和５年１月３１日 第二富門華寮 事業廃止 （富門華寮に統合） 

※令和５年２月 １日 富門華寮 ⇒ 富門華に名称変更  

定員 生活介護 112名、施設入所支援 90名 

 

４．施設サービス利用者の推移 

                                          単位：人 

 名    称 令和 2年度末 令和 3年度末 令和 4年度末 令 3･令 4 年度比較増減 

富 門 華 寮 48 47 97 50       

第 二 富 門 華 寮 55 51 － △ 51 

  〃 (通所者) 7 7 7 0 

あけぼのグループホーム 3 3 4 1 

富 岡 ホ ー ム 4 4 4 0 

ケアハウスサックル 29 29 29 0 

デイサービスサックル 
1 日平均

18.0 

1 日平均

16.2 

1 日平均   

14.7 

1 日平均      

△ 1.5            

グループホームさかえ 9 8 9  1   

  

５．施設職員数の推移 

                                          単位：人 

名   称  令和 2 年度末 令和 3 年度末 令和 4 年度末 令 3･令 4 年度比較増減 

    

富 門 華 寮 

正 19 18 36 18 

臨 15 17 42 25 

計 34 35 78 43 

第二富門華寮 

正 24 22 －   － 

臨 17 19 －   － 

計 41 41 － － 
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ケ ア ハ ウ ス 

サ ッ ク ル 

正 3 3 4 1  

臨 13 14 13 △ 1 

計 16 17 17 0 

 

デ イ サ ー ビ ス 

サ ッ ク ル 

正 4 4 3 △ 1 

臨 16 18 16 △ 2  

計 20 22 19 △ 3 

 

グループホーム

さ か え 

正 1 1 1 0 

臨 7 7 8    1 

計 8 8 9 1 

※デイサービスは、一般型・認知症対応型及びサックル介護保険相談所を含む            各年度末日現在 

        あけぼのＧＨ3名、富岡ホームはそれぞれ臨時職員(世話人)2 名を配置 

正：正職員  臨：非常勤・パートを含む 

 

 ６．借入金 

   （独）福祉医療機構  515,000,000円（富門華新築工事資金） 

   （独）福祉医療機構   56,900,000円（なのはなグループホーム新築工事資金） 

 

 ７．補助金関係 

  ・軽費老人ホーム運営費北海道補助金（ケアハウスサックル） 年額 15,520,220円                          

  ・国庫補助事業（富門華新築）補助金令和 4年度分 547,494,000円（累計 597,701,000円） 

  ・安平町新型コロナ感染防止対策事業補助金（富門華寮）     300,000円 

                      （第二富門華寮）   300,000円 

                      （ケアサックル）   300,000円 

                      （ＧＨさかえ）    300,000円 

  ・処遇改善臨時特例交付金（北海道）   （富門華寮）    2,221,599円 

（第二富門華寮）  2,138,335円 

（ケアサックル）   287,264円 

（ＧＨさかえ）    343,557円 

  ・物価高騰対策支援交付金（北海道）   （富門華寮）     500,000円 

                      （ケアサックル）   300,000円 

                      （デイサックル）   200,000円 

                      （ＧＨさかえ）     90,000円 

  ・安平町敬老会支援交付金        （ケアサックル）    72,000円 

                      （ＧＨさかえ）      36,000円 

    ・サービス継続支援事業費補助金     （富門華寮）    2,114,000円 

                      （第二富門華寮）  1,333,000円 
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 ８．監 査 等 

 （１）法人監事による監査実施日、内容等 

 ・令和 4. 6. 7  令和 3年度事業報告書・計算書類･付属明細書･財産目録関係、会計事務所による

巡回監査結果、利用者預かり金･小遣い帳処理関係、新型コロナウイルス感染症対

策、理事長の職務執行状況 

   ・令和 4. 9.12  理事長の業務執行状況、法人現況報告書、資産総額変更登記、入札関係、集団感

染発生対応状況、施設整備事業計画進捗状況、利用者預かり金･小遣い帳処理、会

計事務所による巡回監査結果 

・令和 4.11.17 理事長の職務執行状況、会計事務所による巡回監査結果、入札、工事手続き関係、

感染症予防対策、新施設における利用者と職員配置について、利用者預かり金･小

遣い帳処理 

   ・令和 5. 3. 7 理事長の業務執行状況、基本財産処分の認可、定款変更認可申請、所有権保存登

記、非常災害対策計画の策定、理事会承認等)、施設整備補助金等入出金関係、利

用者預かり金･小遣い処理、会計事務所経理巡回監査結果、新型コロナウイルス感

染症対策、法人会議・運営会議 

 

 （２）税理士法人さくら総合会計による巡回監査実施日、内容 

   ・令和 4. 5.30  令和 4年 1～3月会計処理、令和 3年度決算、財務書類 

   ・令和 4. 9. 8  令和 4年 4～6月 各拠点区分会計処理、伝票修正、6月末収支状況 

   ・令和 4.11.16  令和 4年 7～9月 各拠点区分会計処理、富門華寮新築工事関係処理 

   ・令和 5. 3. 2  令和 4年 10～12月 各拠点区分会計処理、富門華寮新築工事関係処理 

             

（３）胆振総合振興局保健環境部社会福祉課事業指導、その他 

    ・令和 4. 4. 6   障害福祉サービス事業者等現況報告書（第二富門華寮） 

   ・令和 4. 4. 8  障害福祉サービス事業者等現況報告書(富門華寮、あけぼのグループホーム 

             富岡ホーム) 

   ・令和 4. 4.13   介護保険施設等現況報告書(ケアハウスサックル、デイサービスサックル) 

      ・令和 4. 5. 6  介護保険施設等現況報告書(サックル介護保険相談所) 

   ・令和 4. 5.31   障害福祉サービス事業者公表更新 

   ・令和 4. 6.29   社会福祉法人現況報告書及び財務諸表等電子開示  

      ・令和 4. 9. 5   介護サービス情報公表更新(ケアハウスサックル、デーサービスサックル) 

                         (グループホームさかえ) 

   ・令和 4.12.21  胆振総合振興局による実地指導(デイサービスセンターサックル) 

   ・令和 5. 1.13   介護サービス情報公表更新(サックル介護保険相談所） 

      ・令和 5. 2. 4   胆振総合振興局による指定障害福祉サービス事業者等指導監査(集団指導） 
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 ９．登記事項 

      ・社会福祉法人変更登記（令和 4年 6月 29日）令和 4年 3月 31日 資産総額の変更 

   ・抵当権設定登記（令和 4年 10月 11日）早来富岡の土地（福祉医療機構） 

   ・土地の合筆登記（令和 5年 1月 10日）早来富岡 129番地 

   ・建物表題登記（令和 5年 1月 31日）富門華寮新築建物 

   ・所有権保存登記（令和 5年 2月 21日）富門華寮新築建物 

   ・抵当権設定登記（令和 5年 3月 13日）富門華寮新築建物（福祉医療機構） 

 

 10，定款変更等 

   ・令和 5. 2. 2 定款変更認可申請（2/13認可） 基本財産の増加（土地の合筆） 

   ・令和 5. 2. 2  基本財産処分申請（2/13認可） 富門華寮・第二富門華寮の解体 

   ・令和 5. 3. 3  定款変更届（3/22受理） 新築建物の基本財産への編入 

          

 11．理事会開催状況（理事定数 6名以上 8名以内 現員 8名 監事定数 2名 現員 2名） 

 月/日 出席数 監事 審 議･報 告 内 容 

第 1回 6／13 8／8 2／2 

令和 3年度事業報告･会計決算案･監査報告・定時評議員会開催案 

富門華寮新築就労訓練事業加算機器の調達に係る入札方法等に

ついて・富門華寮新築厨房機器の調達に係る入札方法等について 

第 2回 9／28 8／8 2／2 

※書面決議開催 

障がい者グループホーム整備事業計画について・令和 4年度補正

予算案・障がい者グループホーム新築工事に係る入札方法等につ

いて 

第 3回 10／26 8／8 2／2 
なのはな障がい者グループホーム新築工事に係る入札執行結果

及び契約締結について 

第 4回 1／23 7／8 1／2 

基本財産敷地 6 筆の合筆に伴う定款の変更並びに定款変更認可

申請書の提出について・富門華寮寮舎及び第二富門華寮寮舎に係

る基本財産の処分並びに基本財産処分承認申請書の提出につい

て・新たな障害者支援施設富門華寮建物に係る登録免許税非課税

措置に係る証明願の提出並びに所有権保存登記の申請について・

新たな障害者支援施設富門華寮建物の定款に規定する基本財産

への編入並びに定款変更届の提出について・令和 4年度第 2回評

議員会の開催について 

第 5回 3／28 8／8 2／2 

寄附金の受入について・令和 4年度補正予算案、富門華寮施設長、

副施設長の選任・令和 5年度事業計画案、令和 5年度各拠点区分

予算案・富門華寮及び第二富門華寮等解体工事に係る入札方法等

について 
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12．評議員会開催状況（定数 7名以上 9名以内 現員 9名） 

      

 月 日 出席数 審 議･報 告 事 項 

第 1回 6／28 8／9 令和 3 年度事業報告、令和 3 年度会計決算案並びに監査報告 

第 2回 1／30 8／9 

基本財産敷地 6 筆の合筆に伴う定款の変更並びに定款変更認可申請書の提

出について・富門華寮寮舎及び第二富門華寮寮舎に係る基本財産の処分並

びに基本財産処分承認申請書の提出について・新たな障害者支援施設富門

華寮建物に係る登録免許税非課税措置に係る証明願の提出並びに所有権保

存登記の申請について・新たな障害者支援施設富門華寮建物の定款に規定

する基本財産への編入並びに定款変更届の提出について 

  

 13．役員の状況（令和 5年 3月 31日現在）  

                 任期：令和 3.6.24～令和 5年度定時評議員会終結時 

役 職 氏    名 住     所 備    考 

理事長 多 田 政 拓 安平町早来  

理 事 戸 田 好 枝 苫小牧市 富門華施設長 

〃 廣 川 繁 樹 安平町早来 富門華副施設長 

〃 中 田 良 彦 安平町早来 高齢者施設長 

〃 平 田 秀 雄 新ひだか町  

〃 黒 坂   昭 安平町早来  

 〃 豊 島  滋 安平町追分  

 〃 反 保 公 志 札幌市  

監 事 鼈   和 英 安平町早来  

〃 中 西 猛 雄 札幌市  

 

 14．評議員の状況（令和 5年 3月 31日現在） 

                任期：令和 3.6.24～令和 7年度定時評議員会終結時 

氏    名 住  所 備  考 

畑  山  由 起 子 安平町早来  

櫻 井 唯 紹 安平町早来  

實 吉 智 子 安平町早来  

冨  澤  治  英 安平町遠浅  

佐 藤 民 江 厚真町  

藤  原  和  夫 安平町早来  

高  橋  光  暢 安平町早来 令和 4.3.28～ 

横  澤   健  二 安平町早来 任期：令和 5 年度定時評議員会終結時迄 

小  山  優  子 安平町早来      〃 

 


